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陸　稲　の　省　力　多　収　栽　培　法　に　つ　い　て

土井鍵治郎・古沢典夫・吉田功三

（岩手県鳥試）

1．　ま　え　が　き

畑作に封いては．諸般の状勢に基き省力多収栽培体系

の確立が極めて緊急に要請されつゝあるt　省力の中心を

なすものは云う迄もなく機械化であって，特に機械力に

よる播種収穫調製などであろうが仁加うるに管理作業の

省略化が進んでこそ始めて理想的であると考えられる・

また，多収の中心をなすものは一般に多肥笥植技術で参

って．その増収効果は中耕培土の省略による減収を補っ

て遇に余りある大きなもので浸ければならをい・

陸稲については，初期生再が速く雑草を奴圧する力が

弱く，且禾本科革やカヤツリグサなど類似したものが多

いので．畑作物中では最も除草労力を要し，所要労力の

亜％を占めるという調査結果が得られている・しかし属

間選択性のpCPAの活用と，機械利用．栽植様式の改

善により．除革は勿論無中耕無培土の体系が可能となり

且増収が認められたので，その結果をこゝK略述し各位

の御叱正を賜りたいと思う・

2．　試　験　方　法

L　供用品種　陸稲農林2号（梗）

乙　供試条件（〃当り）

聾 栽 培

様 式

発 芽 前 全 面

土 壌 処 理

守 成㌔

（g ）

生再期 処理 備　　　 考

1 粂　 播 P C P 90 JX ：P A ：5 g

P C 〟製 品 で 2 鞄

P C〃製 品で 2 勒

2 ′ ♪C〃 湘 ■

3 P C P ＋C M 湘 十ぽ） ′

4 ■ 無 撒 布

5 ドリル P C f l 9 0 βC ♪A ≦5 g

6 ■ P C 〃 餅） ■

7 ′ P C f l＋C βA A 誹）＋ 材） ′

8 ′ 無 撒 布
－

荘　除草好個布期　発芽前全面土筆処理　6月6日（梅種12日後）
生育期DCPA撒布　6月29日

且．帆柱法の概要

n）播　種

条播　∞Xが用　種子1・8β，4粂ドリル15C覆

2．7一β　へブタクロール種子粉衣

（辺　二施肥量

堆肥120鞄，化成肥料塩化燐安6・5晦（宇部14，

14，14），追肥7月6日康素lKF（但しfC〟区

を除く）

間　中耕培土除草；行わず

極）薬剤撒布：8月31日ホリドール0。3XF撤粉（ツ

マグロヨコパイ防除）

㈲　その他耕種基準による．

A l区面槙及区制　1区2〃　2区制

5．　試　験　結　果

11陸稲の生育及び収量

適温に悪まれ発芽は各区とも良好であった・初期生再

も良かったが，PCf，＋CかAA区では若干生育が抑制さ

れる傾向を示した．葉色や崎型の発現は無く，草丈が劣

った程度で間も夜く回復した▲・条播ドリルの様式による

差としては．出抱成熟期には錦著な差は認められ左かつ

布が，ドリル区はヤゝ範稗短樵の傾向を示した・しかし

絶数多く条格に較べて2－3割の増収を示すK至った・

なお，播種機の落下精度は相当高く実用的に充分であ

った．

項　　 目 ’発 整 出 月

穂

詳 成 熟 期 当 時 倒 多 〃　　 当　 収　 量 楕 籾

戚 重

〃 当

容 量梓　 長 頼　 長 別 所 問 稔
伏 少

総　 量 藁　 重 精 籾 重 同　 比

区　　　 別 芽 否 期 日 期 日 （（潤 ） くく所 ） 奴 （茶 ） （軸 ） （Ⅹク） （晦 ） （％ ） （g ） （′ ）

1 慎 1 cc　 〉（集　 結 ） 良 8 ．2 3 10 ．3 7 0 ．8 1 6 ．7 1 18 ．0 無 7 8 ．試） 4 0 ．那 為 ．14 1（泊 ．0 亜 姓 7 8 ．g ）

2　 f I　 C　 〃 （　 ∫　 ） ■ ■ ∫ 偽 ．8 17 ．0 1 1 1 ．0 7 9 ．1 0 4 2 ．9 5 翁 ．1 5 9 4 ．8 4 9 6 7 2 ．沸

3　 f ℃ P ＋C a A A （　 ■　 ） ■ ′ ■ 6 8 ，6 16 ．8 10 5 ．6 ● 闇 ．00 一組 ．5 1 4 4 ．一妙 9 0 ．4 邸 7 0 ．9 7

4 無∈ 撒 布 （ 一 ）

5 綴 P C f －（ ド リ ル ）

′

●

■

■

■

■ 6 6 ．5 17 ．0 10 3 ．6 ■ 1 00 ．叙） 6 2 ．00 4 7 ．蹟） 1 2 5 ．3 即 1 泌 ・4 1

6　 f I　 C　 〃 （　 ′　 ） ● ■ ′ 7 2 ．1 1 6 ．0 1 10 ．6 ■ 1 （肌 8 ） 5 5 ．55 4 4 ．7 5 1 17 ．3 讃冶 払 ．9 7

7　 P C P ＋C M （　 ■　 ） ′ ■ ■ 餌 ．9 1 6 ．1 1防 ．6 1 1 2 ．00 6 2 ．7 3 4 9 ．2 7 1 劫 ．2 一略 1 10 2 ．4 3

8　 無　 撒　 布 （　 ′　 ） ′ ■ ′ 6 3 ．4 1 6 ．3 9 6 ．0 ● n ．モカ 謁 ．（9 記 ．8 1 朗 ．0 騨 6 5 ．6 2
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之　除等効果

第1表　第1【亘澗査6月訪日における禾衣料非元木科別残存雑草畳（1が当）

lB

　 単 種 項 目

区　 別

1 倍 P C f〉（条 総 ）

非　 禾 本 科 禾　 本　 科 合　　　 計 同　 比 （％） 重‾紅比（％）

本　　 数 重　　 量 本　 数 重　 量 本　 数 重　 董 本　 数 重　 量 †本　 数 重　 畳

（本）

65．0

（g ）

ま1．3

（本）

1分．0

（g ） （本） （g ） （本） （g ） （本） （g ）

18．1 1糾．0 恥．4 100 ．0 1（刀．0 1（肌0 1（カ．0

2　 P　 C　 f〉（　 〝　 ） 21．0 6．4 62．0 18 ．5 83．0 別．9 42．8 64．8

19．0

2 も．0

日 三二…

！ 払 。

102．2

8　 P C f■＋C鋤 く　 〝　 ） 9．0 2．8 17．0 4 ．5 訪．0 7．3 13．4 j　 別．9

4　 無　 撒　 布 （ 〝　 ） 85．0 47．9 131．0 43 ．5 a 6．0 91．4 111．3 240．8

！ 1伽．05　 慄　 P　 C　 P （ドリ／レ） 王3 ．0 乱．3 静．5 オ）．3 112．5 41．6 1（肌0 1（肌 0 l鵬．0

6　 P　 C　 〃（　 〝　 ） 17．0 盟．9 三治．0 訂．7 70．0 67．6 62．2 162．4 】 140．4 185．7

7 J）C P 十C a 4月（ 〝　 ） 2．0 0．6 4．0 10．0 6．0 10．6 5．3 三石．5 2．8 49．3

8　 無　 撒　 布 （　 〝　 ） 91．0 飴．0 釘．5 27．2 1」払．5 85．2 142．2 j　 2肌・8 1 ㌘2．3 1診l．0

第2衣　第2担】調査7月㌘日における禾本科非禾本科別残存鍵革貴く1卿）

本 数
非 禾 本 科 同　 ．比 禾 本 科 同　 比 合　 計 同　 比 抹脚 斗 禾 本 科 合　 計 同　　 比

（本 ） （％ ） （本 ） （％） （本 ） （％ ） （g ） （g ） （g ） （％）

別 ．0 1（肌 0 10 ．0 1（船．0 8 1，0 1（泊．0 11．8 5 ．0 16 ．3 1（泊．0

寵 ．0 100 ．0 8 ．5 1伽 ．0 40 ．5 1（泊．0 5 5．8 62 ．5 11臥 3 1（肌 0

洗 ．0 66 ．7 14 ．0 14 0 ．0 ま）．0 78 ．1 釘 ．5 3 14 ．0 芯 1 ．5 ．156 ．4

：汀．0 115 ，6 15 ．0 176 ．5 52．0 12B ．4 12 ．5 344 ．0 3部 ．5 讃）1 ．4

15 ．0 2 7．8 三方．0 2ぼ）．0 4 1．0 6 4．1 4 ．5 5 ．5 10 ．0 61 ．3

2 4．0 75 ．0 7 ．0 盟 ．4 3 1．0 76 ．5 10 ．0 5 ．5 15 ．5 18 ．1

1（肌 0 185 ，2 三治．0 盟 0 ．0 1王凱 0 248 ．4 耶臥 0 1，肱 ．0 2 ．郷 ．0 17 ，2 14．7

3（蛇．0 伊1．4 糾 ．U 畑 ．0 三B 6 ．0 ＆9 ．6 2 ，1鴨 ．4 9 31 ．0 8 ，0お ．4 2 ，5 70．2

第3表　　　革　種　別　殉　有　蓋

ヒ　　　　　　　　 エ メ　 ヒ　 シ　 ノ‡ エノコログサ 7キメヒシバ

本　　 数 重　　 量 本　　 数 重　　 畳 本　　 数 重　　 量 本　　 数 重　　量

1 ．5

1 1．U

l

12 ．0

16．0

3 ．0 2 7．8

10 ．0 5 ．0

4 ．0 38 ．9

5 ．0 18 ．5

9 ．0 2 72 ．0

9 ．0 1鶉 ．5

2 ．0 1 ．5

22 ．0 4 ，0

3 ．0 3 ．5

1．0 7 ．0 4 2 ．0 1 ，6 始．5

18．0 9 18 ．0

l f，　C f，（条　播）
2　P C P（ドリル）

3　P C　〃（集　権）
4　P C　〃（ドリル）

5　PCP＋CaAA（条　播）
6　PCP＋CかAA（ドリル）

7　無　撒　布（条　踏）
8　無　撤　布くドリル）

カラスピシヤク スカラクゴボウ ス　 ギ　 ナ」

0
　
0
　
0
　
0
　
0

4
　
1
　
4
　
2
　
4

0
　
5
　
5
　
5
　
5

狙
い
1
．
0
』

ア　カ　ザ

本　数 重　量 本　数 重 畳L季 数 重　量 本　数 重　 量 本　数 重　量

コ　ア　ガサ

重　電
10 ．0 1．5 4 ．0 0．0 1．0

10 ．0 3 ．3 1 ．0 0 ．3 2 ．0

4 ．0

訊 ．0

別 ．U

8 ．0

18 ．0

6 ．0

4 ．5

3 ．0

6 ．0

1 ．0

0 ．0

9 ．0

2 ．0

6 ．0

0 ．5

3 ．0

3 ．0

17 ．0

0 ．0

8 ．5

42 ．5

カヤツリグサ

1　P C f，（条　播）
2　f，C P（ドリル）

a P C　　〃（条　鰯）
4　P C　　〃（ドリル）

5　PCf〉＋C鋤く条　播）

6　PCP＋C飢4（ドリル）
7　無　敵　布（条　鈷）
8　無　撒　布（ドリル）

エノキクサ

．本　 数 重　 量

18 ，0

17 ．0

7 ．0

9 ．0

10 ．0

4 9 ．0

8 ．5

51 ，3

17 ．5

4 ．5

3 ．5

6住ト5

1．0

8 ．0

0 ．0

6 1．0 銘 ．0

a B ．0 1 ，4 65．4 33 ．0

ス　ズ　ナ ヒ／レガ　オ

本‾‾数 重　 量 本　 数 車　 量 本　 数 重　 量 本　 歌 重　 量 本　 数 重　 量

142．0

2斑）．U

キウリグサ

1P C f，（条　紹）
2　P C P（ドリ／レ）

3　P C　〃（条　播）
4　P C　〃（ドリル）

5　f，CP＋C血も4（条　播）
6　f〉Cf，＋CM（ドリル）

7　無　撒　布（粂　蝕）
8　無　撒　布（ドリル）

1．0

1 ．0

2 ，0

1 ．0

U ．3

0 ．3

0 ．5

1 ．5

盃．0

2 ．0

3 ．0

7 ，0

U ．0

1．0

1 ．5

2 ．0

1 7 ．0

1．0

2 ．0

1 1 ．0

1 ．0

U ．8

0 ．0

2 75 ．0

1．0

2 ．0

4 5 ．5

7 0 ．5

‡：3 1 4 7 ．0

1．0

1．0 3 ．0

1．0

庄　弟2回雑考調査はDCf，A（5g）撤布後　が日日
PC王〉A撒布　6月29日
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PCJ）＋C上川ノ＝混用と〟CJ）月の生月期処理との体　スベリヒユをど化かに叛つたが一秋範に影礎を与える程

系が心裏めて有効で・完全に手順除草が一缶略された・PC　　炭ではなかった．

P・PC〃の組合せも各々有効でヒエ（ケイヌビエ），　　　a　省力効果

＼ ヾ 日 試　　　　 験　　　　 区
ド　リ　　ル　区 発　 癌　 区 手　 労　 働 畜力・体系

手　　　　 段 所要時
間（分） 手　　　　 段

所要時
間（分） 手　　　 ．段 所要時

間（分）
所要時
間（分）

手　　　　段

■ィ一軒ラニラr K別 型

48

48

90

く　　　　　 わ 細 く　　　　　 わ

イセキ式施肥踏越鵬

ミスト機 （2回）

手　 播　 き 1二卿 手　 播　　 き

く　　　　　 わ 1邸 く　　　　　 わ
手　 痛　 さ 120 手　 播　　 き

巨　 わ

晶　 左

三盛0

∈鼎）

9U

く　　　　　 わ

敵粉 機（1回）

i o

l O

0

a） 同　　　　 左

0

0

0

三か

く わ （1回）

除草諌 （2回）

く わ（2 匝】）

■同　 左
廠相磯（ミノ′レヒット） 飢

1胡

182
（3．02）

5．17

同　　　　　 左 24

1封

1，地4
（1，714）

2J．三治

手　　　　 施

作
施
間
拙
投

小　計

除市剤徹布

耕
　
　
　
剤

中

除

宅

薬

迫

革

苧

上

布

除
　
　
　
放

小　計

合　　　計

対　此（％）

作報（3畦用）
手　播　　き

カルチベーター

人力播種機
カルチベクター

カ几ケベーター（御

除章鎌（2回）

カルチベーター（狙

同　　　　左

手

表に示すように施肥痛種から管理作業についてく刈取

田二前まで）岩手県の偵得手労働に較べて杓乱分の1．畜

力体系に較べても約8分の1に労力が節減されている．

勿論機械描趣脛伴う充分な整地．或いは収穫の問題など

も考慮されねば在らぬが，何れにしても著しい省力であ

る事吐明臓である．

4．　総　　　　括

扱械（ドリル）衛種と除等剤反視使用によって省力多

収が可能となった・すをわち収量では2～3割（播種期

が適正であればをお増収が可能）多収となり，労力は施

種管理を通じて手労鋤の餌分の1，畜力の8分のl K如

威された・特に夏作物として最初に恕中耕無培土無除草

が可能となった事は特筆されるべきで，他の主要畑作物

についてもこの様な体系の確立が理想とされよう．

除草剤の反覆体系として吐，PCf，十C上）AA混用一

pCf〉止が最も有効であったが，C〟㌧4ノ日に多少の染寮

がめった・またPCA＝尼ついては播種後やゝ早目に施用

する必変がある．

結局げCfLかCfJ．4が癖も実用的であったが．場合

によってはPCf，－pCf■A－pCPAの体系を必要と

しよう．

な塞，この栽培の間勉点として，刈取も考慮すれば，

倒伏防止が常に念観に毘かねば在らない．品種．施肥量，

我．櫨様式などによって倒伏を防がねばをら夜い．

また．播種期の乾燥に対してはローラーなどによる領

圧と，種子と肥料との適当夜間隔が考慮されねは在らな

い・施肥位置は種もみの横及び下部に各々3‘¶触れゝば

悪影響はないものと判断される．


